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千葉県、エン・ジャパンを通じ
副業人材4名の採用が決定!
40代～70代の、幅広い年代の専門人材が入庁。
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エン・ジャパン株式会社（本社:東京都新宿区、代表取締役社⾧:鈴木孝二）は、2023年9月に千葉県の
『ソーシャルインパクト採用プロジェクト』を実施。 4職種を一斉公募した結果、400名以上の方にご応募
いただき、各職種で入庁が決定。計4名の採用が決定しました。下記、千葉県 総務課⾧・牧野氏のコメント
と、入庁者のコメントをご紹介します。

プレスリリース https://corp.en-japan.com/newsrelease/2023/34494.html
特設ページ https://www.enjapan.com/project/chiba_2309/

※上記プレスリリースや記事は公募開始時（2023年9月21日）に掲載されたものです。

千葉県 総務部 総務課⾧ 牧野 好二氏 コメント

複雑・多様化する行政課題に対し、一層スピード感を持って的確に対応していくために、行政の力だけで解
決するのではなく、優れた知見や豊富な知識、高度なスキルを県政に活用させていただきたいと思います。

今回も副業を可能とする雇用形態で募集を行なった結果、非常に多くの方からご応募いただき、4名の方を
採用させていただくことができました。

今後も様々な分野で、副業人材として皆様のお力添えをいただきたいと考えていますので、引き続きよろし
くお願い申し上げます。
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広告会社にて、営業、メディア・プランニング、コミュニケーション・プランニングなどを担当。その後、コンテンツビジネス、イン
バウンド施策支援及び広報戦略の構築等にも従事。現在は、コミュニケーション・プランニング及び新規事業展開の支援とそれに伴う
広報戦略の構築・実施などに取り組む。

■交通安 全の広報 戦略ア ドバ イザー 齊田 政司氏

自分らしいカタチで地域への貢献ができないかと考えていたタイミングで、今回の募集を知りました。今回
募集のポジションは、これまで経験して得たものを活用し、地域への貢献ができるものと考え応募させてい
ただいた次第です。

今後は、県が取り組んでいる交通安全に関する施策や活動などの情報を対象となる皆様により分かりやすく、
より確実にお伝えする広報活動の一助となるべく取り組んで参りたいと思います。
また、すべての県民の皆様が安心して暮らせる、安全な街づくりにも貢献できるよう、様々な取り組みにも
チャレンジしていきたいと考えています。

経済産業省でEBPMなどデータ分析・データ利活用、その後、IBMや現在の外資系事業会社で、AIやデータサイエンスなどデータ分
析・データ利活用に関するプロジェクトをリードする業務に従事。福井県DX推進アドバイザーなど自治体におけるDX推進の支援にも
取り組んでいる。

■オープ ンデータ 利活用 推進 員 寺岡 亮氏

千葉県庁で持っている様々なデータを、どのような形で活用していけば千葉県のためになるかを、県庁や県
内企業・県民の皆様とともに、考えていきたいと思っています。具体的には、官公庁や民間企業でのEBPM、
データサイエンスなどのデータ分析やデータ活用の経験を活かして、オープンデータの更なる推進や庁内の
データ利活用にチャレンジしていきたいと考えています。

大学卒業後、政府機関に勤務し、造成工事の技術面を中心に業務を行なう。その間、土質工学会（現 地盤工学会）の編集委員・執筆委
員、建築学会の基礎構造委員会委員を歴任し、現在は、大学等の土質力学や環境工学の講師を務める。

■土砂災 害防止ア ドバイ ザー

私は、大学卒業以来、約40年間、都市開発の造成工事に携わってきました。先般発生した土砂災害（熱海
市）で多くの犠牲者を出したことから、土砂災害防止の必要性を認識しました。

昨年、千葉県で「土砂災害防止アドバイザー」を求めていることを知り、応募しました。
土砂災害の発生メカニズムは現場ごとに、条件等が変わり、一律的な対応は困難であるが、その現場ごとに、
より安全な対策が求められていると思っています。

入庁した千葉県では、土木技術に関する経験を活かして、実務面での適切なアドバイスを行なうとともに、
県民生活の向上に寄与できればと思います。

株式会社ラーニングエンタテイメント代表取締役。早稲田大学卒業後、現:上場 社会人教育支援企業等を経て2004年に採用・育成・
定着支援事業で起業。研修・講演登壇実績約3000本。企業支援実績30社。著書5冊。大学での講師歴も⾧い。保健学修士（ストレスマ
ネジメント領域）。一般社団法人日本ハラスメントリスク管理協会参事。

■職員研 修の改革 ・充実 アド バイザ ー 阿部淳一 郎氏

「オープンイノベーション＝違う視点からの対話を通じて新しい発想や価値を生み
出すアプローチ」が注目されています。

私は、仕事で訪れたサンフランシスコに於いて、多種多様な人たちが所属企業等、
組織の枠を取り払い、一つの議題に対して、各々の立ち位置の視座から意見をぶつ
け合う場を体験。結果、短期間で事業や組織が一気に成⾧していく姿を目の当たり
にしてきました。まさに、オープンイノベーションのアプローチです。

このような実体験から「置かれた立場の違う人の視点」を入れた対話は、変化を起
こしていく上で有益な手法の一つだと私は考えています。微力ながら、良い意味で
の「異分子」として、千葉県庁に貢献できれば嬉しく思います。

入庁者コメント



社会的なインパクトが特に大きい人材採用「ソーシャルインパクト
採用」を、エン・ジャパンが全社を挙げて支援するプロジェクトで
す。中央省庁の幹部候補、自治体の副市⾧やDX担当、さらには
NGO／NPO・スポーツ団体・志ある企業の中核メンバー……等々、
さまざまな募集を「入職後の活躍」までこだわって支援しています。
優れた能力を「より良い世の中を作るため」に使いたい方と、より
良い世の中を作るために優れた人材の力を必要とする団体を結びつ
け、社会の課題解決を加速させていく一大プロジェクトです。https://www.enjapan.com/

「ソーシャルインパクト採用プロジェクト」とは
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〒163-1335 新宿区西新宿6-5-1 新宿アイランドタワー
TEL:03-3342-6590  MAIL:en-press@en-japan.com

広報担当:清水・高田・齊藤

本ニュースリリースに関する
お問い合わせ先

プロジェクト参画のご相談、取材・セミナーの登壇依頼などお気軽にお問合せください。

担当:中林 TEL:03-3342-6590 ／ MAIL:social_impact@en-japan.com

2023年7月、『ソーシャルインパクト採用プロジェクト』は
支援プロジェクト数が100件に到達しました!

https://corp.en-japan.com/newsrelease/2023/33634.html

入 庁 者 コ メ ン ト

本プロジェクトにおける当社支援サービス

プレスリリースや特設ページ、Web広告での告知に加え、各求人サイトでの集客支援を実施。『エン転職』
『AMBI』『ミドルの転職』とターゲットの異なる3つの求人サイトを活用することで、ターゲットへ網羅的
に求人を届けました。

各求人サイトへ掲載各求人サイトへ掲載

最適な母集団の形成・ブランディング

プレスリリースプレスリリース

Web広告の運用Web広告の運用

特設ページでの告知特設ページでの告知

即戦力

ポテンシャル

ミドル若手


